
町
内
幼
稚
園
合
同
の
お
泊
ま
り
保
育
が

7
月
2
日
か
ら

3
日
に
か
け

て
望
湖
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
ひ
ま
わ
り
組
(
年
長
児
)
の

幻
人
は
鹿
嶋
園
の
プ

l
ル
で
水
遊
び
を
し
た
後
、
か
き
氷
を
食
べ
、
夕

食
に
は
プ
チ
ト
マ
ト
も
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
流
し
ゃ
先
生
方
が
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
作
っ
た
子
巻
き
ず
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

兄
弟
姉
妹
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
今
、
大
家
族
の
一
員
の
よ
う
に
過

ご
し
た

2
日
間
は
、
園
児
た
ち
を
少
し
た
く
ま
し
く
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

そうめん流しを楽しむ園児たち

事長広
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道
の
駅

清
流
の
里
ひ
じ
か
わ

道
の
駅
清
流
の
里
ひ
じ
か

わ
で

7
月
初
日
、
夜
神
楽

・

夜
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
1
0
0
0
人
が
詰
め
か

け
た
道
の
駅
の
駐
車
場
で
は

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
オ
ー
プ
ン

し
、
景
気
の
よ
い
風
陣
太
鼓

の
音
と
と
も
に
夜
市
が
開
幕
。

か
が
り
火
の
と
も
る
舞
台
で

は
山
鳥
坂
鎮
縄
神
楽
の
熱
演

が
あ
り
、
観
客
を
沸
か
せ
ま

し
た
。
最
後
に
、
ス
イ
カ
や

バ
ナ
ナ
、
ぶ
ど
う
な
ど
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は

当
選
し
た
人
の
歓
声
が
あ
ち

こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
夜
市
を
契
機
に

道
の
駅
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ

の
利
用
者
が
さ
ら
に
増
え
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

駐車場がビアガーデンに

風陣太鼓で夜市が開幕スイカの重量当てクイズ。何キロぐらいかな?

スイカが大当たり!こんなにたくさんの景品の提供がありました。



自

含

書駒
!」大z』z 

第
お
回
愛
媛
県
消
防
操
法

大
洲
喜
多
地
区
大
会
が

7
月

お
日
、
大
洲
市
若
宮
の
河
川

敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
肱
川
町
消
防
団

第
1
八
刀
団
(
白
岩
千
明
分
団

、長
)
が
出
場
し
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
見
事
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員

の
志
気
の
向
上
と
消
防
精
神

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
隔
年
で
行
わ
れ
て
お
り
、放水のようす。タイムも上々 。

本
町
で
は
出
場
分
団
が
長
期

に
わ
た
り
訓
練
を
重
ね
て
大

会
に
臨
み
、
毎
回
立
派
な
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
大
洲
市
・

喜
多
郡
内
か
ら
小
型
ポ
ン
プ

の
部
日
チ

1
ム
、
ポ
ン
プ
車

の
部

5
チ
l
ム
が
出
場
し
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。
ポ
ン
プ
操
法
は
、

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
、
ホ
ー
ス

を
延
ば
し
て
水
で
的
を
倒
す

動
作
の
早
さ
、
正
確
さ
、
規

律
正
し
さ
が
採
点
さ
れ
ま
す
。

会
場
に
は
、
消
防
団
の
ほ

か
、
町
、
議
会
、
地
元
の
関

係
者
が
大
勢
応
援
に
か
け
つ

け、

「優
勝
」
の
結
果
発
表

に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。肱
川
町
消
防
団
の
優
勝
は
、

前
回
の
第
5
分
団
に
引
き
続

き
大
会
2
連
覇
と
な
り
、
第

1
分
団
と
し
て
も
前
回
に
引

き
続
き
優
勝
と
い
う
輝
か
し

手一選場

…

出

…

ム一品大

…

法

…

操

…

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
選
手
の
活
躍
は
も
と

よ
り
、
分
団
全
体
の
取
り
組

…

み
に
よ
っ
て
勝
ち
取
っ
た
成

…
日

果
と
言
え
ま
す
。
第
1
分
団

一
市

の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

…
芹

ざ
い
ま
す
。

…
一時

ま
た
、

9
月

8
日
に
松
山

…
ト

市
で
行
わ
れ
る
愛
媛
県
大
会

…
院

に
大
洲
市
・
喜
多
郡
の
代
表

…
桁

と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な

…
引

り
ま
し
た
。
町
内
の
皆
さ
ん

…
れ

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

…
馬区

…
地当

…
担員

…
委
…
業
…
農

O
出
場
選
手
名

指
揮
者

亀
田

1
番
員

金
野

2
番
員

白
岩

3
番
員

上
野

補

欠

村
田

英友友博
学喜和樹隆

農
業
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
農

業
委
員
の
選
挙
が

7
月

2
日
告
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
立
候
補
の
届
出
が

定
員
の
叩
人
で
あ
っ
た

た
め
無
投
票
当
選
と
な

り
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
農
協
か
ら

l
人
、
議
会
か
ら

1
人

の
委
員
が
推
薦
さ
れ
計

農業委員会の新しい体制

ロ
人
の
委
員
構
成
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、

7
月

m日
の

委
員
会
で
会
長
に
冨
永

利
彦
氏
、
会
長
代
理
に

吉
田
三
代
子
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

農
地
の
こ
と
な
ら
何

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

委
員
及
び
担
当
地
区

は
次
の
と
お
り
で
す
。

番号 氏 名 担当地区 備考

1 宮田 f散 柳-郷・市之畦・瓜生谷

2 堀井一男 小薮

3 蔵田博行 協生・共栄

4 片山一郎 肱栄・大和・中野

5 土居貞丸 小畑井・萩野尾・汗生・上森山・八重栗道野尾

6 山本 章
下敷水・敷水・上敷水・下嵯峨谷 1・2
上嵯峨谷・菟野尾・橡の木瀬

7 三好一男 白石・影地

8 大田恒子 久保・広常

9 山本菊雄 大平・大屋敷・森

10 大森虞幸 町-藤野原・小倉・中津

11 吉田=代子 山槌・中居谷・嘉城 会長代理

12 冨永利彦 下鹿野川・上鹿野川・忠造・見の越 会長月野尾
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事業名 区分 事業内容 補助率 説 明

蕃事業施消設防
補助対象事業 95% 

町単独事業 80% 事業費10万円以上100万円以下

霊を 補助対象事業 100% 基準事業費に対して100%

備事業理化浄 町単独事業 5% 

対策防~1委2急頃F き 国庫補助 100% 20戸以上
補助対象事業

事業地け 県費補助 87.5% 19戸以下

施主 主要通学路生コン舗装及び -事業費5万円以上100万円を限度とす

設共岡霊吉ぺ 改良(車道を除く)
・ 80% 

る
町単独事業

-生コン舗装については、労力は地元

施設災防
その他 50% 

提供とする

農地を確保する
農地の造成改良

受益面積が原則として20a以上のもの
40% 

ための対策 受益戸数 2戸以上

幅員2m以上、延長50m以上
圏内道及び作業道 50% 

規
受益戸数 2戸以上

受益面積が10a以上の農地
区画整理 35% 

模 受益戸数 2戸以上

客土
受益面積が10a以上の農地

基
40% 

農地を改良する 受益戸数 2戸以上

盤
ための対策

かんがい排水
受益面積が10a以上の農地

30% 
受益戸数 2戸以上

整 受益面積が10a以上の農地で、水路延長

農業用水路
が50m以上のもの

備
30% 
ため池も含む

事
受益戸数 2戸以上

簡易なハウスの整備に要する資材代に

業
特認対策 簡易ハウス整備 30% 

対する補助

事業費は5万円以上で30万円を限度と

する

電気牧柵整備 電気牧柵用資材の購入に要

する経費
50% 

事業
1施設5万円以上20万円を限度とする

防護柵用資材の購入に要す
防護柵整備事業 50% 

る経費



肱川町の地域振興事業等に対する補助事業一覧表

肱川町では、下記のとおり振興事業に対する補助を行っています。詳しくは、役場までお問い

合わせくださ t¥0 ft34-2311 
(抜粋)

事業名 区分 事業内容 補助率 説 明

用地費及び物件補償が
道

町 補助対象の場合
90% 

路
道 用地費及び物件補償が

橋
補助対象外の場合

95% 

梁 補助対象事業
用地費及び物件補償が ・

の

農林道

85% 

新
補助対象の場合

~~又， 
用地費及び物件補償が

90% 

事
補助対象外の場合

業
起債対象事業 85% -公共性の高い道路

町単独事業
町単独事業 70% -事業費100万円を限度とする

舗道
主要連絡道及び幹線林道 100% -事業実施に当たっては、利用度、交

路 通量等を勘案し、事業を施行する

装橋
補助対象事業及び 一級町道 100% -一般町道のコンクリート現物支給事

梁 業については

事の
町単独事業

一般町道 97% ①コンクリートは現場まで運搬する

改 ②グレーダーにより路面整地する

業良 農林道 95% ③労力は地元提供とする

補道 一級町道 100% -路面敷砂利
修路
町単独事業 一般町道 80% ①事業費50万円を限度とする

事完
業持 グレーダ一路面整備 100% ②労力は地元提供とする

補助対象事業 80% 

町単独事業
水路、ため池及び取水せき

70% 

耕地農地
農用地造成及び農地 国庫 80% 

補助対象事業
区画整理 県費整開 70% 

理事業発び及 町単独事業
農用地造成 35% 

農地区画整理 30% 

整集 特別な理由があると認められる地域につ
備会 補助対象事業 80% 

いては、負担率を軽減する場合がある
事施吾E又.n. 

業の 町単独事業 70% 事業費20万円以上500万円以下

蕃霊霊葉
補助対象事業 20人以上で給水できる施設 90% 

町単独事業 19人以下で給水できる施設 90% 町長が特に必要と認めるもの
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高
齢
期
の
食
生
活
と
い
う

と
、
ど
う
し
て
も
高
血
圧
症

や
糖
尿
病
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
血
症
な
ど
「
病
気
」
の

予
防
や
管
理
に
、
目
が
い
き

が
ち
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

高
齢
期
は
、
こ
れ
ら
の
病
気

を
予
防
す
る
た
め
の
食
事
が
、

必
ず
し
も
よ
い
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
か
え
っ
て
栄
養
状
態

が
悪
く
な
り
(
低
栄
養
)
、
そ

の
結
果
、
病
気
へ
の
抵
抗
力

が
落
ち
て
身
体
を
壊
し
て
し

ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

高
齢
期
の
食
生
活
は
、

「
病
気
」
の
み
に
目
を
く
ば

る
の
で
は
な
く
、
病
気
と
は

遣
う
、
誰
に
で
も
お
こ
る
変

化
で
あ
る
「
老
化
」
を
い
か

に
遅
ら
せ
る
か
、
と
い
う
こ

と
に
目
を
つ
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、

「栄
養
状
態
の
よ

い
」
身
体
を
保
つ
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

「
元
気
で
長
生
き
」
を
め
ざ
し
て

長
生
き
の
決
め
手
は
栄
養
状
態

平
成
ロ
年
の
日
本
人
の
平

均
寿
命
は
、
男
性
約
沌
歳
、

女
性
約
お
歳
と
な
っ
て
お

り
、
世
界
で
最
も
寿
命
が
長

く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
人
の
平
均

寿
命
が
、
世
界
第
1
位
と
な

っ
た
の
は
初
年
く
ら
い
前
の

こ
と
で
、

1
0
0
年
前
は
男

女
と
も
紛
ム
成
に
も
み
た
な
い

状
態
で
し
た
。
こ
の

1
0
0

年
で
お
よ
そ

2
倍
に
延
び
た

平
均
寿
命
は
、
実
は
そ
の

4

分
の

3
が
、
戦
後
の
印
年
の

聞
に
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
戦

後
の
食
生
活
の
変
化
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
肉
や

牛
乳
な
ど
動
物
性
食
品
や
油

や
脂
肪
(
油
脂
類
)
を
と
る

よ
う
に
な
っ
て
、
栄
養
状
態

が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
こ
と

が
、
大
き
く
関
係
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

日
本
人
の
長
寿
を

実
現
し
た
も
の

戦
後
、
特
に
昭
和
紛
年
以

降
、
米
類
を
と
る
量
が
減
り
、

魚
に
加
え
、
牛
乳
・
乳
製

品
・
肉
類

・
卵
類
の
動
物
性

食
品
と
油
脂
類
を
と
る
量
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

野
菜
や
大
豆
、
海
草
な
ど
の

植
物
性
食
品
に
加
え
て
、
動

物
性
食
品
を
と
る
量
が
増

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
と

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
食
生
活
の
変
化

に
よ
り
、
血
管
を
し
な
や
か

に
、
丈
夫
に
保
つ
た
め
に
必

要
な
、
質
の
よ
い
動
物
性
た

ん
白
質
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
と
る
量
が
増
え
、
血
管
が

弱
っ
て
お
こ
る
脳
卒
中
(
脳

出
血
・
脳
梗
塞
)
が
減
少
し

ま
し
た
。

年
を
と
っ
て
も

肉
や
油
脂
類
は
大
切

戦
後
の
日
本
人
の
平
均
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
に
貢
献
し

た
、
動
物
性
食
品
と
油
脂
類

で
す
が
、
年
と
と
も
に
、
一

部
の
動
物
性
食
品
や
油
脂
類

を
と
る
量
は
減
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
年
を
と
っ
て
も
、

動
物
性
食
品
や
油
脂
類
を
よ

く
食
べ
る
人
ほ
ど
「
長
生
き
」

で
「
元
気
」
で
す
。

年
を
と
る
と
、
肉
や
油
脂

類
は
ひ
か
え
、
い
わ
ゆ
る

「粗
食
」
が
よ
い
と
信
じ
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
実
際
に
は
野
菜
や
魚
に

偏
ら
ず
、
他
の
動
物
性
食
品

や
油
脂
類
も
き
ち
ん
と
食

べ
、
栄
養
状
態
の
良
い
身
体

を
保
つ
こ
と
が
、
「
元
気
で

長
生
き
」
を
実
現
し
て
く
れ

る
の
で
す
。

長
生
き
の
決
め
手

初
歳
の
高
齢
者
を
対
象
に

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
牛

乳
や
油
脂
類
を
よ
く
と
る
人

の
ほ
う
が
、
あ
ま
り
と
ら
な

い
人
よ
り
も
叩
年
後
も
生
き

て
い
る
確
率
が
高
い
、
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
宅
で
生
活
し
て

い
る
高
齢
者
で
、
肉
類
・
牛

乳
・
油
脂
類
を
よ
く
食
べ
る

習
慣
の
あ
る
人
ほ
ど
、
自
由

な
時
間
に
積
極
的
に
活
動
し

た
り
(
余
暇
)
、
文
学
や
芸

術
作
品
な
ど
を
つ
く
っ
た
り

(
創
作
)
、
新
し
い
こ
と
を
学

ん
だ
り
(
探
求
)
し
て
、
元

気
に
楽
し
く
暮
ら
し
続
け
て

い
ま
す
。
「
長
生
き
」

(
H
命
の
量
を

増
や
す
)
と

「元
気
」

(H

命
の
質
を
高
め
る
)
を
と
も

に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
動

物
性
食
品
と
油
脂
類
を
と
る

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

老
化
予
防
は
い
ま
か
ら
で

も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
表
は
高
齢
者
の
栄
養

状
態
を
改
善
し
、
老
化
を
進

み
に
く
く
す
る
た
め
の
、
食

生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た

も
の
で
す
。
「
元
気
で
長
生

き
」
を
め
ざ
し
て
こ
の
よ
う

な
食
生
活
を
毎
日
、
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

『元気で長生きjのための食生活指針か§抜粋

①油脂類の摂取が不足しないように注意する。

②動物性たんぱく質を十分にとる。

③肉と魚の摂取は 1: 1程度の割合にする。

④肉はさまざまな種類を摂取し、かたよらないようにする。

⑤牛乳は毎日200ml以上飲むようにする。
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・
車が大好きで、いつももち

歩いています。

ブロックやパズルにもチャ

レンジしてます。

何にでも興味しんしんです。

どうぞよろしくお願いします。
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平成11年11月18日生

平成14年度所得制限限度額

(平成14年8月1日以降)

本人 孤児等の養育者、

扶養親族 全部支給の 一部支給の 配偶者、扶養義

等の数 所得制限 所得制限 務者の所得制限

限度額 限度額 限度額

万円 万円 万円

0人 19 192 236 
1人 57 230 274 
2人 95 268 312 
3人 133 306 350 
4人 171 344 388 
5人 209 382 426 

児童扶養手当制度改正内容

母子家庭等に支給されている児童扶養手当制度が今

年の8月から改正されました。今までは、所得に応じて、

手当額が2段階になっていましたが、今回の改正では、
全部支給と一部支給の所得の限度額が変わり、一部支

給の手当額については、所得に応じてきめ細かく定め

られました。

(注)
1 受給資格者の収入から給与所得控除等を控除

し、養育者の8割相当額を加算した所得額と
上記の額を比較して、全部支給、一部支給、

支給停止のいずれかに決定されます。

所得税法に規定する老人控除対象配偶者、老

人扶養親族文は特定扶養親族がある場合に

は、上記の額に次の額を加算した額。

(1)本人の場合は、

①老人控除対象配偶者又は老人扶養親族1

人につき10万円
②特定扶養親族1人につき15万円
(2)孤児等の養育者、配偶者及び扶養親族者

の場合は、老人扶養親族1人につき6万円
扶養親族等が6人以上の場合には、 1人につき
38万円(扶養親族等が2の場合にはそれぞれ
加算)を加算した額。

2 

-改正後の手当額

全部支給は、月額42，370円
一部支給は、所得に応じて月額42，360円から10，000
円まで10円きざみの額です。具体的には次の算式
により計算します。

• 

-
.: 

• • • 

• . .-・・・._司.， ... ‘ . ・・.-._ -_.--・..，..・'

-今までの手当額

全部支給は、月額42，370円
一部支給は、月額28，350円

※1 ※2 

/受給者の 所得制限 1
手当額=42，360円-( 一 ) >く0.0187052

l所得額 限度額/

10円未満四捨五入

3 

収入から給与所得控除等の控除を行い、養育費の8割
相当額を加算した額です。

所得制限限度額は、右記の表に定めるとおり、扶養

親族等の数に応じて額が変わります。

※1 

※2 

ft 34-2340 
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※詳しくは、役場健康課までお問い合わせください。



-年金はなぜ必要か.

入っててよかった

-
・
・
そ
れ
に

国
民
年
金
に
は

シ
ョ
ウ
ガ
イ
年
金
も

あ
る
ん
だ
ぜ

シ
ョ
ウ
ガ
イ
?

生
涯
・

.. 

一
生
涯
か
?

公的年金に加入して保険料をきちんと納めていれ

ば、 人生の万一のときも保障があります。若いうち

は「嘩害年金」、結婚したら「遺族年金」、老後には、

「老齢年金」。年金は生涯を通してみんなの安心をず

っと守ってくれる大切なものなんで、すね。

平PJ14年度母吾家庭及び婁婦自立促進講習会

(パソコン講習)

ぐ-受講生募集要項

科 目 パソコン (Excel-3級資格取得講習)

講習期間 平成14年10月17日(木)"-'11月15日(金)

まで (毎週 .3固くらい、おおむね火曜

日-水曜日・金曜日)

午前10時から午後5時まで

( 15回 90時間)

受講対象者 (1)母子家庭の母若しくは寡婦

(2)年齢はおおむね45歳位まで

(3)ワープロ経験者が望ましい

募集人員 15人(応募者多数の場合は、選考の上決

定します。)

受講料 無料 (教材費及び検定料は自己負担)

実施場所 八幡浜市保健福祉総合センター

申し込み受付期間

9月9日(月)から9月20日(金)まで

申し込み及び問い合わせ先

健康課へお申し込みください。

(認印をご持参ください。)

ft 34-2340 

高齢者・障害のある人の
人権問題に関する12時間電話相談

相談内容 高齢者の扶養、介護、独居、社会参加等

高齢者の人権問題及び障害のある人の扶

養、介護、社会参加等障害のある人の人

権問題に関するあらゆる相談 (無料-秘

密厳守)

日 時 平成昨年9月30日(月)
午前9時~午後9時

電話番号 フリーダイヤル 0120-025-550
相談担当者 人権擁護委員 (弁護士

資格のある者も含む)、

法務局職員

主 催 松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連
ぷ込ぷ込
Cコ-rs::

a・・・・・・・F""I'、....... ・・・・・・‘
jI!II~ I ，''IIIl 
・・・・・且・--



通貨・証券など返還のご案内

終戦当時外地から引揚げてこられた

方々ヘ、通貨・証券などをお返しして

います。

--r移動警察相談所jの開設~
大洲警察署では、平成14年9月から、管内

の4カ所において、「移動警察相談所Jを開
設します。

暴力団、薬物、迷惑電話、悪質商法、ス

トーカ一、配偶者間暴力、いじめ、家庭内

暴力、非行問題等で悩んでいる方は、気軽

にご相談く ださい。

相談所の開設日時・場所は、下記のとお

りです。

税関では、お預かりしている次の通貨、証

券などをお返ししています。

0終戦後、外地から引揚げてこられた方が、
上陸港の税関、海運局に預けられた通貨、

証券など

0外地の集結地において、総領事館などに預
けられた証券などのうち日本に送還された

もの

返還の申し出は、ご本人ばかりでなく、ご

家族の方でも結構です。お心当たりのある方

は、上陸地を所轄する税関または最寄りの税

関へお問い合わせください。

菅田駐在所

長浜交番

八多喜駐在所

肱川駐在所

0毎月第 1水曜日
O毎月第2水曜日
O毎月第 3水曜日
O毎月第 4水曜日

ーお間合せ先ー

松山税関支署管理課

干791-8058 松山市海岸通2426-5

ft 089-951-0301 

時間は、いずれも午後 2 時~5 時の間

(本署では、常時受け付けています)

(通帳・小切手)(紙幣)

高
齢
者
の
住
宅
防
火
対
策

に
つ
い
て

毎
年
、
建
物
火
災
で
、
お

よ
そ

1
0
0
0
人
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の

内
、
白
歳
以
上
の
お
年
寄
り

の
方
が
、
半
数
以
上
を
占
め

犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
ゆ
る
み
か
ら
発
生
し
て

い
ま
す
。
お
年
寄
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
家

族
や
地
域
の
方
が
力
を
合
せ

て
、
火
災
か
ら
お
年
寄
り
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

O
火
の
つ
い
た
ガ
ス
コ
ン
ロ

か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
ガ

ス
コ
ン
ロ
の
火
を
必
ず
消

す
。

。
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
り
に
、
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

O
ロ
l
ソ
ク
や
灯
明
の
、
火

気
管
理
に
注
意
す
る
。

O
た
ば
こ
は
、
灰
皿
の
あ
る

と
こ
ろ
で
吸
う
。
寝
た
ば

こ
は
、
し
な
い
。

O
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

川上支署

安
全
に
暮
ら
す
た
め
に

O
お
休
み
前
に
、
火
の
元
を

点
検
す
る
。

O
お
年
寄
り
の
寝
室
は
、

1

階
の
避
難
し
や
す
い
場
所

に
す
る
。

O
玄
関
の
昇
り
口
に
、
ス
ロ

!
。フ
を
設
け
た
り
し
て
、

家
の
中
の
段
差
を
減
ら
す

工
夫
を
す
る
。

0
1
1
9
通
報
要
領
な
ど
、

緊
急
連
絡
先
を
、
電
話
の

近
く
に
貼
り
付
け
て
お
く
。

O
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
お

年
寄
り
に
、
火
の
用
心
を

呼
び
掛
け
る
。

-冨-彊
不安定な口ーソ

ク立ては危険!
火をつけたままその
場を離れるのは危
険!

。
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応
常
ヱ
J

ど
ち
会
①
た
①

ωい
空
襲
EM

@ 

広
常
子
ど
も
会

の
学
習
会
が
7
月

お
目
、
広
常
集
会

所
で
午
後
1
時
か

ら
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
夏
休
み
が
始

ま
っ
て
一
週
間
あ

ま
り
。
子
ど
も
た

、ち
は
、
久
し
ぶ
り

に
一
緒
に
勉
強
す

る
と
あ
っ
て
、
集

会
所
に
集
ま
る
と

す
ぐ
に
「
夏
休
み

の
宿
題
」
に
取
り

か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
む
ず

か
し
い
宿
題
は
、
中
学
生
の

お
姉
さ
ん
に
た
ず
ね
た
り
、

中
学
校
の
先
生
や
係
の
お
母

さ
ん
た
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら

っ
た
り
し
て
勉
強
を
す
す
め

ま
し
た
。
ま
た
、
「
七
夕
飾

り
の
製
作
」
で
は
、
画
用
紙

や
折
り
紙
で
思
い
思
い
の
も

の
を
作
っ
た
り
、
短
冊
に
願

い
を
書
い
た
り
し
て
共
に
作

る
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

暑
い
日
の
活
動
と
な
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
た
い

へ
ん
仲
が
良
<
、
自
主
的
に

活
動
し
て
い
る
姿
、が
印
象
的

で
し
た
。
広
常
子
ど
も
会
で

は
、
今
年
度
も
様
々
な
学
習

会
を
年
7
回
計
画
さ
れ
て
お

り
、
愛
護
班
の
役
員
さ
ん
た

ち
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
ぐ

る
み
で
望
ま
し
い
子
ど
も
の

健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

「子ども会はたのしいな」

広常子ども会のみんなはとってもなかよし

7
月
お
日
、
中
野
小
学

校
で
午
前

9
時
か
ら
、
親

子
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
子
供
の

こ
ろ
か
ら
多
く
な
っ
て
い

る
、
高
血
圧

・
動
脈
硬

お母さんに教わりながら

キウイフルーツを切りました。

運
動
却
が
大
切
親
子
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

化

・
運
動
不
足
等
の
問
題

を
、
こ
の
教
室
を
通
し
て

親
子
で
正
し
い
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
大
洲

保
健
所

・
教
育
委
員
会

保
健
セ
ン
タ
ー
が
合
同
で

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、

8
人
の
保
護
者

を
含
め
何
人
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
洲
保
健
所

の
若
田
栄
養
士
さ
ん
の
ご

指
導
で
「
運
動
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
、

身
体
を
ど
の
く
ら
い
動
か

さ
な
い
と
い
け
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
、
ゲ
ー
ム
を

通
し
て
学
習
し
ま
し
た
。

「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

1
枚
食

べ
る
と
、
フ
リ
フ
リ
ダ
ン

ス
を
印
秒
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
1
個
食
べ
る
と

2
分
却

秒
」
と
音
楽
に
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
汗
を
か
く
こ
と
が

おしりで移動です。

ジャンケンゲーム

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
運
動
し
た
分
と
食

べ
た
分
の
つ
な
が
り
が
あ

っ
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
他
、
新
聞
紙
を
使

っ
た
ゲ
ー
ム
や
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
ゲ
ー
ム
を
親
子
で
楽

し
み
、
日
頃
使
わ
な
い
筋

肉
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

運
動
で
汗
を
か
い
た
後

は
先
に
作
っ
て
お
い
た
「
牛

乳
寒
天
」
で
の
ど
を
う
る
お

し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
!

川
趣
旨

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
持
続
的
な
発
揮
の
確
保

を
図
る
観
点
か
ら
、
森
林
施

業
の
実
施
に
不
可
欠
な
森
林

現
況
調
査
等
の
地
域
活
動
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

計
画
的
か
つ
一
体
的
な
森
林

施
業
を
適
時
適
切
に
行
う
も

の
と
す
る
。

ω採
択
要
件
等

O
対
象
森
林

森
林
施
業
計
画
の
認
定

(
初
加
以
上
の
ま
と
ま
り

を
要
件
)
を
受
け
て
い
る

森
林

O
対
象
者

森
林
所
有
者
、
森
林
組
合

等
O
対
象
行
為

①
森
林
の
現
況
調
査

(
施
業
の
実
施
区
域
、

作
業

方
法
を
決
定
す
る
た
め
の

林
木
生
育
状
況
等
の
調

査
)

②
施
業
実
施
区
域
の
明
確
化

作
業
(
施
業
実
施
区
域
界
の
刈
り

払
い
、
境
界
杭
の
設
置
等
)

③
歩
道
の
整
備
等

(
施
業
箇
所
に
至
る
ま
で
の

作
業
道
や
歩
道
の
刈
り
払

い
、
補
修
。
歩
道
問
等
を

連
絡
す
る
歩
道
の
新
設

等
)

④
そ
の
他

(
森
林
現
況
調
査
や
施
業
実

施
区
域
明
確
化
作
業
の
結

果
の
取
り
ま
と
め
等
)

O
交
付
金

交
付
金
の
交
付
単
価
は
、

1
M
当
た
り
年
間

1
0
，

o
o
o円

(
7
齢
級
以
下
の
人
工
林
面

積
等
に
よ
り
積
算
。

5
ヵ

年
交
付
)

応募期間:平成14年7月 1 日 ~12月 20 日

応募資格:不問

賞 金 :5万円

※詳しくは森林組合へお問い合わせください。

第8回えひ憾の森栃・称業写真
コ辺。ール作昆募集

椎茸生産はクヌギ林造成から!

乾椎茸市況(松山椎茸市場)平成14年7月16日市

市売総数…… 860ケース 17，040kg 

平均単価…… 3，495円

銘柄 価 格 銘柄 価 格

大 厚 4，000-4，500 どんこ大 6，000-6，500 

中 厚 4，000 -5，000 どんこ中 5，000-5，500 

厚 3，000-3，500 どんこ小 4，000-4，500 

大ウス 3，500-4，500 大パレ 2，500-3，000 

中ウス 4，000-5，000 中パレ 2，500-3，000 

小ウス 3，000-4，200 小;'iレ 2，000-2，500 

概況 出品品柄は並~下物中心であったが、全般

に引合いが強く相場は強保合で推移し平均

単価を上げた。国産椎茸への回帰が強く現

れ、今後とも相場は強含みを予測。

優良材生産は直材づくりから!

県森連市況(大洲木市)平成14年7月27日市

ょで 桧
長さ

直 曲り 直 曲り

14-16 10，400 6，400 21，700 17，200 

4m 18上2番 14，000 7，500 26，000 22，000 

24上2番 15，100 10，500 27，900 23，000 

14-16 14，000 6，900 24，800 20，900 

3m 18上 14，600 11，000 26，400 24，400 

24上 14，600 9，700 25，000 21，500 

14-16 17，000 13，000 40，400 35，400 
6m 
18上 18，000 14，500 38，100 36，100 

概況 入荷少なく依然として材不足全般に買気旺

盛で強保合。小径木及び桧材は特に強保合、

枝打材は品薄で高値取引。

11 I森林組合だより



第70田町内クランドコルフ大会

スポレク八幡浜地方大会『クランドコルフjの出場者決まる

「
町
内
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
」
が

7
月
2

日
仰
、
町
民
運
動
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
参
加
チ
l
ム

は
昨
年
と
同
じ
げ
チ
ー

ム
で
、

1
2
0
人
余
り

が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
競
い
ま
し
た
。
当

日
は
猛
暑
の
中
の
試
合

と
な
り
ま
し
た
が
、
選

手
の
皆
さ
ん
は
暑
さ
に

負
け
ず
、
上
位
入
賞
を

め
ざ
し
て
懸
命
に
プ
レ

ー
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
今
年

目
月

6
日
間
に
行
わ
れ

る
ス
ポ
レ
ク
八
幡
浜
地

方
大
会
の
予
選
を
兼
ね

て
お
り
、
団
体
の
部
1

位
と
個
人
の
部
ロ
位
ま

で
が
八
幡
浜
地
方
大
会

の
出
場
権
を
得
ま
す
。

団
体
の
部
優
勝
「
小
薮

B
チ
l
ム
」
は
2
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。
今

後
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

編集 ・発行

肱川町公民館

fi (0893) 34 -2307 

【
団
体
の
部
】

1
位

小

薮

B
チ
l
ム

2
位

大

谷

A
チ
l
ム

3
位

大

谷

B
チ

l
ム

【
個
人
の
部
】

1
位

藤

井

重

徳

2
位

藤

井

里

見

3
位
片
山
ウ
メ
コ

4
位

山

田

富

一

5
粒
中
居
喜
代
光

6
位
上
田
美
代
子

7
位

浜

田

登

8
位

岩

井

義

明

9
位

飛

野

虎

生

日
位
大
塚
喜
代
春

日

位

富

永

友

行

ロ
位
富
永
タ
ネ
子「ムEー』需且~

小薮Bチームの皆さん団体の部優勝

第30回ソフトポールリーグ戦の結果について

4
月
お
日
に
開
幕

し
た

「第
初
回
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
」
が
7
月
4
日
に

終
了
し
、
閉
会
式
が

高
砂
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
却
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
試
合
は
3
部

門
に
分
か
れ
ブ
ロ
ッ

ク
別
リ
ー
グ
戦
と

し
、
夜
7
時
初
分
か

ら
1
日
2
試
合
を
計

画
的
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
大
会
運
営

に
は
、
各
チ

l
ム
の

責
任
者
(
監
督
)
、
主

審
、
塁
審
の
皆
さ
ん

に
役
割
分
担
を
い
た予子林イチウリーズ、道野尾・山植、大谷ファイヤーストーンズ

体育協会長から優勝カップ授与

だ
き
ま
し
た
の
で
ス
ム
ー
ズ

に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
振
興
や
参
加
チ
l
ム
相
互

の
親
睦
等
当
初
の
ね
ら
い
を

十
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、
肱

川
町
体
育
協
会
長
か
ら
健
闘

し
た
そ
れ
ぞ
れ
上
位
3
チ
ー

ム
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
標
記
の
と
お
り
。

T 優 勝 大谷ファイヤーストーンズ
部 準優勝ヤング予子林

3 位川上建設

τ優勝道野尾・山槌
部 準優勝 ミドル予子林

3 位三月

m優勝予子林イチウリーズ
準優勝ひじ建

】部 3 位 グレードアップ大谷

(
ノ
ム

凋
叶
l
l
lau 

η
f』ハUnu
 

η
ζ
 

体
協
だ
よ
り

H

空

手
H

山
口
航
く
ん
が
全

国
中
学
校
空
手
道
選

手
権
大
会
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た

夫書

空
手
道
全
国
中
学
校

選
手
権
県
予
選
が

6
月

お
日
間
、
今
治
市
営
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
肱

川
中
学
校
1
年
山
口
航

く
ん
(
大
和
)
が
、
男

子
個
人

「形
の
部
」
で

見
事
1
位
に
輝
き
ま
し

た
。
山
口
く
ん
は
、

8

月
日
日
岡
山
県
で
開
催

さ
れ
る
第
叩
回
全
国
中

学
校
空
手
道
選
手
権
大

会
に
出
場
し
ま
す
。



肱

川

中

学

校

加

洲

輿

理

雄

6
月
お
日
に
、

2
年
生
お
人
が
町
内
の
職
場
叩
力
所
で
勤

労
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
働
く
こ
と
の
楽
し
さ

や
厳
し
さ
な
ど
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
将
来
の
進
路

を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
職
場
に
対
し
、
紙
面
を
借
リ
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

生
徒
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

(肱
流
苑
)

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
た
ち
に
自
己
紹
介
す
る
と

き
に
、
緊
張
し
な
が
ら
言
う

と
、
み
ん
な
優
し
い
笑
顔
で

「
よ
ろ
し
く
ね
」
と
言
っ
て

も
ら
っ
て
、
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
一
気
に
不
安
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
積

極
的
に
話
し
か
け
た
り
し
ま

し
た
。

河

野

夏

未

(風
の
博
物
館
)

館
内
の
掃
除
と
建
物
周
り

の
草
引
き
を
し
ま
し
た
。
き

れ
い
に
し
て
お
客
さ
ん
を
迎

校
長

え
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思

い
な
が
ら
掃
除
を
し
ま
し

た
。
お
昼
か
ら
は
版
画
の
入

れ
替
え
を
し
ま
し
た
。

中
岡

敦
志

(昧

人

)

閉
居
し
て
か
ら
は
迷
惑
を

か
け
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
接

客
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
く
て
、
お
ど
お
ど
し
ま

し
た
。
で
も
、
後
半
は
だ
い

た
い
慣
れ
て
き
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。永田

裕
香

(
郵
便
局
)

上
田
さ
ん
と
郵
便
物
を
届

け
に
行
っ
た
と
き
、
や
っ
ぱ

り
郵
便
局
の
人
た
ち
は
町
の

人
た
ち
と
仲
が
い
い
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
配
達
に
行
っ

た
と
き
に
お
礼
を
言
わ
れ
る

の
が
う
れ
し
い
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
手
紙
の
分
類
を
す

る
と
き
す
ご
く
苦
労
し
ま
し

た

。

中

野

尋

由

輝

(
消
防
署
)

最
初
に
放
水
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
高
砂
の
河
原
で
行

い
ま
し
た
が
、
暑
さ
で
す
ぐ

に
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
次
に
、
救
助

訓
練
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
僕
も
け
が
人
の
役
を
し

た
り
、
酸
素
ボ
ン
べ
を
つ
け

て
救
助
す
る
体
験
も
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。小
山

友
規

|機ファインダー l

私
達
の
生
活

は
、
毎
日
同
じ

事
の
繰
返
し
で

変
わ
り
が
無
い

様

に

思

え

る

が
、
長
期
的
に

見
る
と
大
き
な

変

化

が

現

れ

ず匂
。

肱
川
中
学
校
が
開
校

ω周
年
記
念
の
年
を
迎

え
た
。ω年
前
と
言
え
ば
鹿

野
川
ダ
ム
が
完
成
し
た

頃
で
、
町
は
活
気
に
あ

ふ
れ
人
口
は
約
6
4
0

0
人
、
中
学
生
は

4
校

合
せ
る
と

6
2
9
人
。

当
時
の
宇
和
川
中
学

校
は
生
徒
数

2
5
9
人

で
教
室
が
不
足
し
、
全

校
集
会
等
は
中
庭
で
行

い
体
育
の
時
間
は
高
砂

ま
で
移
動
し
た
。
又
板

橋
だ
っ
た
赤
岩
橋
は
、

洪
水
に
よ
り
再
三
流
さ

れ
渡
し
舟
で
通
っ
た
事

も
多
い
。

修
学
旅
行
は
東
京
ヘ

行
っ
た
が
、
早
朝
に
学

校
を
出
発
し
宇
高
連
絡

船
で
午
後
3
時
、
姫
路
あ
た

り
で
日
が
暮
れ
名
古
屋
が
夜

中
、
翌
朝
や
っ
と
品
川
、
東

京
駅
に
丸
一
日
か
か
っ
て
く

た
く
た
に
な
っ
て
着
い
た
思

い
出
が
あ
る
。

交
通
機
関
は
国
鉄
が
主
で

ホ
ン
ダ
の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
号

が
発
売
さ
れ
た
頃
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら

ω年
大
き
く
変

わ
っ
た
現
在
、
国
鉄
は
無
く

な
り
、
東
京
へ
は
日
帰
り
が

可
能
に
、
車
は
一
家
に

2
台

の
時
代
と
な
っ
た
。

反
し
て
町
の
人
口
は
約
半

分
の

3
1
0
0
人
、
中
学
生

は
剣
山
人
と
約
7
分
の

l
に
減

少
、
子
供
達
の
教
育
、
私
達

の
日
常
生
活
も
様
変
わ
り
し

て
し
ま
っ
た
。

今
後
町
に
は
山
鳥
坂
ダ
ム

建
設
、
町
村
合
併
等
の
大
き

な
問
題
が
ふ
り
か
か
っ
て
く

ず匂
。変
わ
り
行
く
今
、

一
日、

一
日
を
有
意
義
に
過
ご
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

ω年
後
の
私
達
の
町
は
ど

う
な
っ
て
い
る
、
だ
ろ
う
。
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松
山
盲
学
校
と
の
交
流
で

学
ん
だ
こ
と

肱
川
中
学
校

教
諭
藤
原

道
明

7
月
幻
目
、
松
山
盲
学
校

と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
を

肱
川
中
学
校
で
実
施
し
ま
し

た
。
目
の
不
自
由
な
生
徒
と

の
交
流
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
事
前
指
導
と
し
て
目
か

く
し
散
歩
(
ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ

ォ
l
ク
)
の
体
験
や
点
字
を

打
つ
用
具
を
使
っ
て
、
点
字

で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
っ
た
し

お
り
を
作
っ
た
り
し
て
準
備

し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
中
に
風
の

博
物
館
の
風
洞
実
験
機
を
使

っ
て
風
速
日
メ
ー
ト
ル
の
風

を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

乗
馬
の
体
験
を
し
た
り
、
給

食
の
後
、
役
場
裏
の
河
原
で

積極的に話しかけようとする

肱川中生徒たち

水
遊
び
を
し
た
り
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
初
め
は
と

ま
ど
い
を
見
せ
て
い
た
両
校

の
生
徒
た
ち
も
徐
々
に
う
ち

と
け
て
会
話
が
は
ず
む
よ
う

に
な
り
、
乗
馬
体
験
の
場
面

で
は
お
互
い
に
馬
に
乗
っ
た

り
、
た
づ
な
を
引
い
た
り
し

な
が
ら
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
こ
の
交
流
を
通
し
て
、
生

徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
目
の

不
自
由
な
人
と
関
わ
る
こ
と

の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
頼
り

に
さ
れ
た
り
、
感
謝
さ
れ
る

こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
「
ま
た
来
年

も
会
お
う
ね
。
」
と
言
っ
て
み

ん
な
笑
顔
で
お
別
れ
を
し
た

場
面
に
感
激
し
ま
し
た
。
初

年
近
く
続
い
て
い
る
盲
学
校

と
の
交
流
は
、
学
ぶ
こ
と
の

多
い
体
験
活
動
と
な
り
ま
し

た
。

すこし緊張した自己紹介

↑

四

国

大

会

の

出

場

権

一

を

獲

得

し

ま

し

た

↑

7
月
幻
日
j
お
日
、
愛
媛

一
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が

一
行
わ
れ
、
肱
川
中
学
校
か
ら

一
日
人
の
選
手
が
参
加
し
、
日

↑
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

一
ま
し
た
。
陸
上
は
県
総
合
運

一
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
、
ソ

一
ブ
ト
テ
ニ
ス
は
松
山
中
央
公

↑
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ

一
れ
ま
し
た
。

一

大
会
の
結
果
、
残
念
な
が

一
ら
陸
上
は
入
賞
及
び
決
勝
進

↑
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
お
い
て
は
、

一
男
子
(
個
人
)
片
山
・
山
下

一
ぺ
ア
が
健
闘
し
て
ベ
ス
ト

8

↑
と
な
り
、
香
川
県
で
行
わ
れ

一
る
四
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

一
と
に
な
り
ま
し
た
。
片
山
・

一
山
下
ペ
ア
が
ん
ば
れ
。
健
闘

一
を
祈
り
ま
す
。

県申学校総体

ソ
フ
ム
じ
ア
ニ
ス
男
子

個

λ
で
片
山
E

山
下

ベ
ア
が

「
ベ
ス
ト

8
」

- ... ー

四国大会に出場する

3年山下俊平さんと
片山弘志さん

人
権
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
昨
年
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、
「
気
づ
こ
う
よ
一
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
肱

川
中
学
校
二
宮
健
太
<
ん
(
現
在

3
年
生
)
の
作
品
で

し
た
。
ど
な
た
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
人
権
集
会
の
期

日
は
標
記
の
と
お
り
で
す
。

〈〉
募
集
内
容

ね
ら
い
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
実
現

を
め
ざ
す
も
の

肱
川
町
人
権
集
会
実
行
委
員
会

平
成
昨
年
9
月
1
日
iω
月
2
日

肱
川
町
公
民
館

町
内
各
小
・
中
学
校

加
点

主

催

募
集
期
間

提

出

先

入
〈〉
第
怜
回

日

時

場

所

内* 
選

r:":-I 

合

「
熱
き
風
心
を
開
く
人
権
集
会
」

平
成
凶
年
什
月

6
日
附
日
時
よ
り

郷
土
文
化
セ
ン
タ
ー

(
風
の
博
物
館
)

・
肱
川
中
生
徒
に
よ
る
合
唱

.
人
権
標
語
発
表

私
の
主
張
発
表

映
画
「
ひ
か
り
」

ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

肱
川
町
公
民
館
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Z空
快谷
挙品

あ

き

い

い

よ

正
山
小
学
校

6
年
浅
井
弥
さ
ん
が

2
種
目
大
会
新
記
録
達
成
日

7
月
お
日

ω、
川
土
地

区
水
泳
大
会
が
中
野
小
学

校
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
夏
休
み
中
の
恒
例

の
行
事
と
あ
っ
て
、
早
朝

よ
り
大
勢
の
保
護
者
が
プ

ー
ル
サ
イ
ド
に
集
ま
り
、

選
手
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。
川
上
地
区
5
校
で

は
年
々
児
童
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
選

手
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
一
生
け
ん
め
い
に

練
習
し
て
き
た
成
果
を
思
う
存
分
発
揮
し
ま
し
た
。

決
勝
3
位
ま
で
は
標
記
の
と
お
り
。
今
年
は
、
正

山
小
学
校
6
年
浅
井
弥
さ
ん
が
女
子
印
m
平
泳
ぎ
、

万
m
個
人
メ
ド
レ
ー
に
お
い
て
大
会
新
で
泳
ぎ
、

記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
な
お
、
女
子
印
m
平
泳

ぎ
は
昭
和

M
年
(
正
山
小
岡
佳
子
)
以
来
お
年

振
り
、
万

m
個
人
メ
ド
レ
ー
は
昭
和
白
年
(
正
山

小
石
田
明
子
)
以
来
幻
年
振
り
の
快
挙
。
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大会新記録

*女子50m平泳ぎ
*女子75m個人メドレー

平成14年度
川土地区小学校水泳大会記録

(予選)

種 目
1 位 2 位 3 位

記録 学校名 氏 名 記録 学校名 氏 名 記録 学校名 氏 名

4年以下25m自 18"8 正山 石神浩将 20"1 大谷 冨永裕貴 20"6 河辺 梅田 剛志

25m自 17"2 正山 中田雅也 17"4 大谷 徳丸勝也 18"3 正山 中田康平

4年以下50m自 44"1 中野 沖野隼也 44"4 大谷 富永裕貴 45"8 河辺 梅田 剛志

男
50m自 38"1 正山 瀧野大地 39"3 大谷 徳丸勝也 40"5 中野 松本賢吾

100m白 1 '32"6 中野 松本賢吾 1 '43"0 正山 福嶋 真

4年以下25m平 26"8 中野 亀田 京介 27"0 正山 石神浩将 33"4 予子林 二瀬裕貴

50m平 46"7 正山 山田 朔馬 48"9 河辺 稲田弥鶴 52"1 中野 大野倖希

100m平 1 '50"5 河辺 稲田弥鶴 1 '53"5 中野 出水朔太 1 '55"4 予子林 東 建一

50m背 57"6 中野 出水朔太 1 '00"9 中野 松本 尚也 1 '02"4 河辺 清水啓志

子
25mノTタ 20"8 正山 瀧野大地 21"0 河辺 稲田利亀 28"9 中野 亀田 尽介

50mノすタ 48"4 正山 中田雅也 52"3 河辺 稲田利亀

75m{固メ 1 '13"2 正山 山田朔馬 1 '22"0 中野 松本 尚也 1 '24"5 予子林 東 建一

150mMR 2 '25"9 中野小学校 2 '30"4 正山小学校 2 '34"1 河辺小学校

200m R 2'53"9 正山小学校 2'59"3 中野小学校 3 '09"4 大谷小学校

4年以下25m白 18"2 正山 今宮沙貴 18"6 正山 今宮美貴 20"1 中野 二宮彩菜

25m自 17"0 大谷 中塚美咲 18"4 大谷 冨永さやか 18"4 大谷 沖野友香

4年以下50m自 40"1 正山 今宮沙貴 45"1 河辺 往見理奈 47"3 中野 一宮彩菜

女
50m自 40"8 正山 今宮麻衣 43"0 大谷 沖野友香 43"9 河辺 往見香奈

100m自 1 '25"3 大谷 岡本小夏 1 '36"0 河辺 五頭美薫 1 '38"5 中野 沖野 由麻

4年以下25m平 24"5 正山 今宮美貴 28"3 予子林 二瀬愛美 28"3 正山 河野真弓|

50m平 42"5 正山 浅井 5生 48"2 大谷 岡本小夏 51"2 中野 沖野 由麻

100m平 1 '52"4 予子林 大森小織 1 '55"9 中野 坪井宏美 2 '20"0 河辺 大野美波

50m背 48"9 中野 沖永まどか 56"7 河辺 往見香奈

子
25mノTタ 19"3 河辺 田中 佑子 22"8 大谷 中塚美咲 23"4 河辺 吉田 沙穂

50mノfタ 45"9 河辺 田中 佑子 54"9 河辺 吉田 沙穂 58"0 河辺 五頭美薫

75m個メ 1 '04"3 正山 浅井 5年 1 '14"5 中野 沖永まどか
150mMR 2 '18"1 正山小学校 2 '21"0 中野小学校 2 '38"7 河辺小学校

200mR 2'44"3 大谷小学校 3 '02"2 正山小学校 3 '07"3 中野小学校
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弥(正山)

弥(正山)

浅井

浅井



子どもが家で身につけたことは
生涯g.:‘っと生き続ける…
話せばわかるとは限らないが、
話さなければもっとわからない。

子どもが相談したくなる親は
どこが違うんだろう。

話さなくてもわかり合える関係が、今とても

難しくなっています。夫婦の問、親子の問での

会話を増やしていくことが、家庭づくりのすべ

ての基礎になります。ほんとうは夫婦でも親子

でも何でも話せる仲でありたいものです。

会話を増やすには、全員で夕食をとる日を決

めるなど、できるだけ一緒に食事をし、お互い

にその日にあったことを話すとか、朝のあいさ

つをする、子どもに家事を頼む、一緒にスポー

ツをしたり地域のボランティア活動に参加した

りするなどの工夫をすることが大切です。

人は愛され理解されたがっている存在です。

理解されないときの不満がたまるとキレること

もあります。突然子ど もがキレたとき、本人も

親も理由がよく見えず、怒ったり苦しんだりし

ますが、理由はあるのです。日ごろから相手の

話をじっくり聞く、同じ目の高さで考える、深

p関心を払う、といった姿勢を親が身につける

ことで、子どもは親に愛されている実感を得る

ことができます。

子どもは愛されていると感じるとき、安定し

た気持ちで問題に立ち向かうことができます。

そして、不必要に攻撃的にならず、他者や問題

を受け入れることができ、大きく成長できるの

です。

きずな

会話を増やし、家族の併を深める
子どもが愛されていると実感できる
コミュニケーションをする

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

夏
休
み
も
終
盤
に
さ
し
か
か

り
、
子
ど
も
た
ち
は
宿
題
に
追
わ

れ
て
い
る
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
楽

し
く
、
充
実
し
た
叩
余
日
間
で
あ

っ
た
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

残
念
な
が
ら
現
代
社
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の

悪
化
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、

児
童
虐
待
の
話
題
が
自
に
つ
き
ま

す
。
本
来
な
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
者
が
加
害
者
と
な
る
恐

怖
。
児
童
虐
待
は
、
決
し
て
鬼
の

よ
う
な
母
親
や
父
親
が
引
き
起
こ

す
特
殊
な
事
件
だ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
虐
待
の
状
況
は
「
こ

れ
が
人
間
の
で
き
る
こ
と
か
」
と

思
わ
さ
れ
ま
す
が
、
よ
く
考
え
る

と
「
人
間
だ
か
ら
こ
そ
」
と
い
う

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

そ
の
背
景
の
多
く
に
は
母
親
の

育
児
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
家
族
か
ら
核
家
族

へ
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
は
随

肱
川
中
学
校
教
諭

上
岡
八
重
子

分
亦
交
わ
り
ま
し
た
。
狭
い
家
の
中

で
子
ど
も
と
だ
け
向
き
合
い
、
孤

独
感
と
イ
ラ
イ
ラ
を
募
ら
せ
る
母

親
た
ち
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画

社
会
と
い
い
な
が
ら
、
わ
、が
国
で

は
家
事
や
子
育
て
に
対
す
る
男
性

不
在
も
目
立
ち
ま
す
。
「
子
育
て

は
し
ん
ど
く
て
当
た
り
前
」
「
育

て
ら
れ
な
い
の
な
ら
生
ま
な
け
れ

ば
い
い
」
そ
れ
で
片
づ
け
ら
れ
る

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
も

と
昔
か
ら
子
ど
も
は
親
の
力
だ
け

で
育
っ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
リ
ま

せ
ん
で
し
た
。
少
子
化
が
進
行
し

続
け
る
現
在
、
子
ど
も
は
社
会
の

宝
と
し
て
、
広
<
社
会
や
地
域
が

子
育
て
を
担
う
必
要
性
が
一
一
層
、

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
命

を
守
リ
、
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
地
域
の
中
で
の
"
お
せ
っ
か

い
“
こ
そ
が
、
今
必
要
と
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か。



風をおこして~

トレセン清掃報告

平成14年7月6日(土) 8時-15時
肱川町トレーニングセンター&グラ.ウンド
(トレセン)
窓磨き、サンそうじ、倉庫・更衣室整理、
炊事場そうじ、 トイレ清掃、モップかけ
(グラウンド)
草刈り、ったとり、ゴミ拾い

古清掃に参加された皆さん、雨の中お疲れ様でした。

時
所
容

日
場
内

今
年
も
、
毎
年
恒
例
の
高

砂
グ
ラ
ン
ド
周
辺
の
掃
除
を

行
い
ま
し
た
。
雨
の
な
か
で

の
掃
除
で
し
た
が
、
み
ん
な

一
生
懸
命
に
頑
張
っ
た
の
で
、

大
麦
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
大
麦
お
疲
れ
様

で
し
た
。

今
年
も
卜
レ
セ
ン
掃
除
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

1
年
間
の
汚
れ
は
す
ご
い

も
の
で
し
た
が
、
き
れ
い
に

な
る
と
爽
や
か
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
!

で
も
や
っ
ぱ
り
暑
い

1
日

で
し
た
。
皆
さ
ん
お
つ
か
れ

さ
ま
で
し
た
。

谷
田

草刈り部隊の皆さん

楽しみのお昼ごはん

今
年
も
卜
レ
セ
ン
の
掃
除

を
行
い
ま
し
た
。
ド
シ
ャ
降

リ
の
中
で
の
草
刈
り
と
室
内

の
窓
ふ
き
を
し
ま
し
た
。
私

は
窓
ふ
き
担
当
で
し
た
が
窓

を
少
し
ふ
く
と
、ぞ
う
き
ん
が

真
っ
黒
仰
に
・:。

暑
い
中
、

と
て
も
疲
れ
ま
し
た
が
そ
の

分
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。清
美

あっちはまだなのかなあ…

先
月
号
の
あ
と
ぱ
な
し

に
あ
り
ま
し
た
、
郡
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果
で
す

が
、
都
合
に
よ
り
今
月
号

で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
、が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ

ん
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

お

わ

び

地道な作業にー苦労

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
す

か
。
こ
の
頃
に
な
る
と
夏

の
イ
ベ
ン
ト
も
、
楽
し
い

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
づ

き
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
憂
欝
な

気
分
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

さ
て
、
今
回
青
年
団
は

記
事
の
内
容
ど
お
り
、
卜

レ
セ
ン
の
清
掃
を
し
て
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
「
来

た
と
き
よ
り
も
美
し
く
」

を
心
が
け
て
お
い
て
く
だ

さ
い
ね
。
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肱川町社会福祉協議会

宮 (0893)34 -2312 

社
会
福
祉
協
議
会
会
費
の
ご
案
内

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、

わ
た
し
た
ち
の
手
で
支
え
た
い
。

「
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
」

と
は
、
.. 

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
福
祉
活
動
を
支

え
る
た
め
の
事
業
資
金
と
し

て
、
会
費
を
ご
提
供
く
だ
さ

る
方
を
会
買
と
お
呼
び
し
て

い
ま
す
。
肱
川
町
社
協
は
、

全
戸
会
員
制
に
よ
り
、
町
民

す
べ
て
の
皆
様
が
会
員
と
な

っ
て
い
ま
す
。

何
に
使
う
の
?

「
肱
川
町
」
を
単
位
と
し

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に

深
め
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
の
事
業
資

金
と
し
て
い
ま
す
。

会
費
の
額
は
?

年
額

4
0
0
円

納
入
方
法
は
?

:いいた通月
:平成13年度社協会費収入額: たたしじと今

しだてて定年
376，000円 (941戸) 1まきお納めも

:0主な使途 :すまり入 、8
児童、青少年育成費 j 。すまの部月

よすお落を
・高齢者福祉活動育成費 j う 。願長会
・ボランティア団体育成費 j おごいさ費
・各種福祉団体への育成費 : 願協をん納

い力いを入

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

ご
+
方
志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
鹿
野
川

亀
田

一介護の豆知識-

-病気イコール寝ることと思われがち。
また、介護者は過度の介護をしがちです

健
助

様

.残存能力を活用し、出来ることは自分で
してもらいます。

b 戸三=

し
本人の残されている能力や機能をしっかり
見る事カず大切です。

少々の時聞がかかつでも自分でできる事は
自分でしてもらい、できない部分を介助し
ます。

過度の介護により、起き上がる能力が失わ
れる事があります。
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保健衛生 保健センターn34-2340 9月の当直医

種別 日(曜) 行 事

2 (月)イ建 康 相 百炎

成

2 (月){建 康 相 百災

人

4 (水)健 康 相 百炎

{呆

13⑥ 健康づくり料理教室
健

18 (水)リハビリ教室

母

子
11体)風しん予防接種

保

健 12C木)幼 J宅 教 主~ 

そ

他の 25(水)風しん予防接種

燃やせないごみ

[収集日]9月17日(火)

*前固までに指定の場所ヘ

[収集地区】

小畑井・萩野尾・汗生

肱栄・小薮・大和

中野-鹿野川-大谷地区

古紙収集日

9月21日(土)

*朝7時までに

指定の場所ヘ

犬の引取日

9月3日(火) • 17日(火)

*朝9時までに役場へ連れ

てきてくださし ¥0

191広報ひじかわ 233号

場 、所 日寺 間
日(曜) 病院名 電話番号

1 (日)石川内科医院 24-3306 

月野尾集会所 9 ・ 30~10: 20 小川整形医院 23-5596 

一
8 (日)
清水医院 52-2883 

小薮集会所 10: 40~11 : 30 
15 (日)中塚内科医院 24-0606 

保健センター 9: 30~11 : 00 16 (月)東大別| 城戸眼科 24-1010 

般 22 (日)大久保内科医院 26-1131 

岩谷公民館 10 ・ 00~14: 00 . 23 (月)浦岡医院 24-2024 

肱川町公民館 10: 00~16 ・。。
29 (日)田渡クリニック 25-3217 

月 .~ 市立大沙1¥1病院 24-2151 

保健センタ- 13: 30~14: 00 求女
水 力日戸病院 24-5101 

保健センタ- 9: 30~11 : 30 
急 木 大効1¥1記念病院 25-2022 

金~日 大効1¥1中央病院 24-4551 

肱川中学校 13 : 30~13 : 50 *一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけくださし」

行事予定表
情 (日)敬老会

16 (月)肱川中学校体育大会
17りり民生児童委員会
20⑥定例部落長会
20⑥町議会運営委員会
26 (木)町議会9月定例会
27 G谷町議会常任委員会
29 (日)各小学校運動会
29 (日)大効1¥1高校肱川分校体育大会

行政相談

[日時1
9月5日(木)

午後 1時30分"'-'4時30分

[場所】公民館青年室

[相談員]福田 保

心配ごと相談

9月5日(木)

[相談員]福田 保-菅野桂子

9月20日(金)

[相談員]谷田 善和・三井久美子

[時間}午後 1時30分'"'"'4時30分

[場所}公民館青年室

社会保険一日出張相談所

大別|商工会議所

9月5日(木)• 18日(水)

内子町商工会

9月6日(金)• 19日(木)

慶弔

-おすこやかに .
あゆみ

7/15 冨永歩美ちゃん(影地)
ゅうき

7/15 桑原 裕宜ちゃん(上鹿野川)

聞 やすらかに .

宮永糞盛さん (74歳 ・八重 来)

浅井説明さん (77歳・ 森 ) 

共頭、キヨノさん (82歳・かわかみ荘)

伺画面'
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大塚千鶴江さん

• 
ス
イ
レ
シ
@
殴
〈
勉

~ I・E霜盛運醤蕗溜酒田|
今
月
の
板
書

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

大
塚
千
鶴
江
さ
ん
が
育
て
た

力
サ
フ
ラ
ン
力
数
本
の
内
の

1

本
が
成
長
に
つ
れ
茎
の
先
が
3

本
に
分
か
れ
て
板
状
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
印
(
)
1
7
0
の
つ
ぼ

み
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
7
月

上
旬
、
見
事
に
開
花
し
、
独
特

の
甘
い
香
リ
に
周
辺
一
帯
、が
包

ま
れ
ま
し
た
。

ス

イ

レ

ン

農
道
大
谷
線
の
宮
の
塔
に
あ

る
菅
野
松
雄
さ
ん
(
肱
栄
)
方

の
池
で
は
7
月
中
旬
、
ス
イ
レ

ン
が
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
、

池
の
周
囲
を
明
る
く
し
て
い
ま

す
。
こ
の
農
道
を
利
用
す
る
人

の
中
に
は
、
草
を
止
め
て
眺
め

て
い
く
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

。肱川町ホームページアドレス:http://www.town.hijikawa.ehime.jp 
¥Q) 11 ( iモード対応) : http://www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 
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